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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１面および該第１面の裏側に位置する第２面を有する支持部と、設置面に固定される
固定部とを有する支持部材と、
　第１側面および該第１側面に対向する第２側面を有するとともに、前記支持部材の前記
第１面上に配置された第１レール部材と、
　前記支持部材と前記第１レール部材とを固定する第１固定部材とを備え、
　前記第１固定部材は、ねじ部および頭部を有する雄ねじ、該ねじ部が挿入される貫通孔
を有する止め具、および前記ねじ部に嵌合する雌ねじを有し、
　前記第１レール部材の前記第１側面には、前記雄ねじの前記頭部を収容する保持部が設
けられており、
　前記止め具は、前記支持部材の前記第２面から前記第１レール部材の前記第１側面に亘
るとともに、前記第１側面における前記保持部の開口の少なくとも一部と前記止め具の貫
通孔とが重なるように位置しており、前記ねじ部が前記開口および前記貫通孔に挿通され
て前記雌ねじにより固定される、架台。
【請求項２】
　前記止め具は、前記支持部の一部および前記保持部に嵌合する嵌合部を有している、請
求項１に記載の架台。
【請求項３】
　前記嵌合部には、前記支持部の一部および前記保持部が嵌入されている、請求項２に記
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載の架台。
【請求項４】
　前記第１レール部材の前記第２側面には、突起部が設けられており、
　前記支持部材の前記支持部には、前記突起部が挿入された挿入溝部が設けられている、
請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の架台。
【請求項５】
　前記挿入溝部は、前記支持部の前記第１レール部材の長手方向に沿って設けられている
、請求項４に記載の架台。
【請求項６】
　前記第１レール部材と一直線上に配置された第２レール部材をさらに備え、
　前記第１レール部材および前記第２レール部材は、第２固定部材で連結されている、請
求項１乃至請求項５のいずれかに記載の架台。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれかに記載された架台と、
　該架台に固定された複数の太陽電池モジュールとを備えた太陽電池アレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、架台および太陽電池アレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の環境保護の機運の高まりに伴い、環境負荷の少ない太陽光発電が注目されている
。そして太陽光発電の普及拡大のために、屋根に設置される太陽電池アレイが注目を集め
ている。太陽電池アレイは、屋根に設置された架台および該架台に取り付けられた太陽電
池モジュールを備えている。架台は、例えば、屋根に設置された支持金具等を含む支持部
材と、支持部材に固定されて太陽電池モジュールを保持する縦桟および横桟等のレール部
材とを備えている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、太陽電池アレイを設置する屋根は、瓦およびスレートを葺いたものなど様々であ
る。そのため、支持部材は、様々な屋根に対して取り付け可能なものが求められる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－３４３０５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献の太陽電池アレイは、レール部材の長手方向に沿ってその側面にナットを
収容するための凹部を設け、その凹部に収容したナットに対して支持部材をボルトで締結
することで、支持部材とレール部材を固定する構造である。
【０００６】
　しかし、このような構造では、レール部材の凹部に収容されたナットが支持部材に隠れ
ており、外側から視認しにくい。そのため、ボルトとナットの締結が不完全となるともに
、施工性が悪くなる可能性がある。
【０００７】
　本発明の目的の一つは、簡易な構造でそれぞれの部材の位置を容易に確認することがで
き、施工性に優れた架台および太陽電池アレイを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施形態に係る架台は、第１面および該第１面の裏側に位置する第２面を有す
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る支持部と、設置面に固定される固定部とを有する支持部材と、第１側面および該第１側
面に対向する第２側面を有するとともに、前記支持部材の前記第１面上に配置された第１
レール部材と、前記支持部材と前記第１レール部材とを固定する第１固定部材とを備えて
いる。本実施形態において、前記第１固定部材は、ねじ部および頭部を有する雄ねじ、該
ねじ部が挿入される貫通孔を有する止め具、および前記ねじ部に嵌合する雌ねじを有し、
前記第１レール部材の前記第１側面には、前記雄ねじの前記頭部を収容する保持部が設け
られている。さらに、本実施形態において、前記止め具は、前記支持部材の前記第２面か
ら前記第１レール部材の前記第１側面に亘るとともに、前記第１側面における前記保持部
の開口の少なくとも一部と前記止め具の貫通孔とが重なるように位置しており、前記ねじ
部が前記開口および前記貫通孔に挿通されて前記雌ねじにより固定される。
【０００９】
　また、本実施形態に係る太陽電池アレイは、上記架台と、該架台に固定された複数の太
陽電池モジュールとを備えている。
【発明の効果】
【００１０】
　本実施形態に係る架台および太陽電池アレイによれば、第１レール部材の第１側面から
固定部材のねじ部が突出している部分で止め具を雌ねじで固定する構造であるため、施工
時に第１レール部材の側面からねじ部を容易に視認することができる。これにより、支持
部材と第１レール部材とを効率良く固定することができるため、施工性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係る太陽電池アレイを設置面に設置した様子を示す図面で
あり、（ａ）は斜視図を示し、（ｂ）は図１（ａ）に示す太陽電池アレイから一部の太陽
電池モジュールを取り外した架台の様子を示す斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る太陽電池アレイを構成する太陽電池モジュールを示す
図であり、（ａ）は太陽電池モジュールを受光面側から見た平面図であり、（ｂ）は図２
（ａ）のＡ－Ａ’断面を示す断面図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る太陽電池アレイを示す図面であり、（ａ）は図１（ｂ
）のＢ部を拡大して示す斜視図であり、（ｂ）は図３（ａ）を分解して示す分解斜視図で
ある。
【図４】本発明の一実施形態に係る太陽電池アレイを示す図面であり、図１（ａ）のＣ－
Ｃ’断面を示す断面図である。
【図５】本発明の他の実施形態に係る太陽電池アレイを示す図面であり、図４に相当する
断面図である。
【図６】本発明の他の実施形態に係る太陽電池アレイを示す図面であり、図４に相当する
断面図である。
【図７】本発明の他の実施形態に係る太陽電池アレイを示す図面であり、図４に相当する
断面図である。
【図８】本発明の他の実施形態に係る太陽電池アレイを示す図面であり、図４に相当する
断面図である。
【図９】本発明の他の実施形態に係る太陽電池アレイを示す図面であり、図３（ｂ）に相
当する分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明に係る架台および太陽電池アレイの実施形態について図面を参照しつつ詳
細に説明する。なお、図面は模式的に示されたものであり、各図における各種構造のサイ
ズおよび位置関係等は適宜変更し得る。
【００１３】
　≪第１実施形態≫
　＜太陽電池アレイ＞
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　図１および図３に示すように、本発明の一実施形態に係る太陽電池アレイ１は、例えば
、傾斜した屋根２を設置面として設置される。屋根２は、例えば、屋根材として折板が葺
かれている。なお、以下では屋根２の傾斜方向をｙ軸方向、屋根２に対する法線方向をｚ
軸方向、ｙ軸方向およびｚ軸方向と直交する方向をｘ軸方向という。また、屋根２の傾斜
の高い側を＋ｙ軸方向、屋根２の傾斜の低い側を－ｙ軸方向といい、屋根２から太陽電池
アレイ１へ向かう方向を＋ｚ軸方向または上といい、その逆の方向を－ｚ軸方向または下
という。
【００１４】
　太陽電池アレイ１は、屋根２の上に設置される架台３と、架台３に固定された太陽電池
モジュール１０とを備えている。架台３は、屋根２に対して固定される支持部材２０、第
１レール部材２１および第１固定部材２２を有している。
【００１５】
　＜太陽電池モジュール＞
　図１に示すように、複数の太陽電池モジュール１０は、ｘ軸方向に沿って配列されてい
るとともに、ｙ軸方向にも沿って配列されている。そして、図２に示すように、各太陽電
池モジュール１０は、太陽電池パネル１１と、この太陽電池パネル１１の外縁部を補強す
るフレーム１２とを有している。
【００１６】
　図２（ｂ）に示すように、太陽電池パネル１１は、主として光を受光する第１主面（受
光面）１１ａ（透光性基板１３の一主面）と、この第１主面１１ａの裏面に相当する第２
主面（非受光面）１１ｂ（裏面保護部材１７の一主面）とを有している。そして、太陽電
池パネル１１は、第１主面１１ａ側から順に、太陽電池モジュール１０の基板を兼ねる透
光性基板１３と、熱硬化性樹脂よりなる一対の封止材１４と、インナーリード１５によっ
て電気的に接続された複数の太陽電池素子１６とを備えている。
【００１７】
　さらに、太陽電池パネル１１は、太陽電池モジュール１０の裏面を保護する裏面保護部
材１７と、太陽電池素子１６で得られた出力を外部に取り出すための端子ボックス１８と
を備えている。
【００１８】
　なお、太陽電池パネル１１の第２主面１１ｂは、例えば、太陽電池素子１６と裏面保護
部材１７との間に位置する封止材１４および裏面保護部材１７を、透光性を有するような
材質で構成してもよい。これにより、第２主面１１ｂ側からも光の一部を受けることがで
きる形態であってもよい。
【００１９】
　太陽電池素子１６は、例えば、単結晶シリコンまたは多結晶シリコン等からなる平板状
の基板が用いられる。このようなシリコン基板を用いる場合は、上述したように、インナ
ーリード１５で隣接するシリコン基板同士を電気的に接続すればよい。
【００２０】
　また、太陽電池素子１６の種類は特に制限されない。例えば、太陽電池素子１６として
、アモルファスシリコンよりなる薄膜太陽電池、ＣＩＧＳ太陽電池、ＣｄＴｅ太陽電池、
または、結晶シリコン基板上に薄膜アモルファスを形成した太陽電池素子１６等を用いて
もよい。例えば、アモルファスシリコン、ＣＩＧＳおよびＣｄＴｅよりなる太陽電池素子
１６としては、透光性基板１３上において、アモルファスシリコン層、ＣＩＧＳ層または
ＣｄＴｅ層を透明電極等と組み合わせて適宜積層するようにしたものが利用できる。
【００２１】
　また、端子ボックス１８は、変性ポリフェニレンエーテル樹脂（変性ＰＰＥ樹脂）また
はポリフェニレンオキサイド樹脂（ＰＰＯ樹脂）の箱体と、該箱体内に配置されるターミ
ナル板と、箱体の外部へ電力を導出する出力ケーブルとを備えている。
【００２２】
　フレーム１２は、太陽電池パネル１１を保持する機能を有する。フレーム１２は、後述
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する太陽電池アレイ１の設置の際に、太陽電池パネル１１と嵌合する嵌合部１２ａと、太
陽光を受光する側に位置するフレーム上面１２ｂと、フレーム上面１２ｂの裏面側に位置
するフレーム下面１２ｃと、フレーム上面１２ｂおよびフレーム下面１２ｃを接続するフ
レーム側面１２ｄとを備えている。このようなフレーム１２は、アルミニウムを押し出し
成形すること等により製造することができる。
【００２３】
　＜架台＞
　次に、図１、図３、図４を用いて、太陽電池モジュール１０を屋根２へ固定する本発明
の実施形態に係る架台３について詳述する。架台３は、屋根２の上に設置される支持部材
２０と、支持部材２０に支持される第１縦レール部材２１を備えている。さらに、架台３
は、支持部材２０に第１レール部材２１を固定するための第１固定部材２２を備えている
。この架台３では、第１レール部材２１で太陽電池モジュール１０を保持している。次に
、架台３を構成する部材について説明する。
【００２４】
　＜支持部材＞
　図３および図４に示すように、支持部材２０は、屋根２に固定される固定部２０ａと、
固定部２０ａの上に設置される支持部２０ｂとを備えている。
【００２５】
　固定部２０ａは、支持部材２０を屋根２に固定するために用いる部材である。例えば、
図３（ｂ）に示すように、屋根２の屋根材が折板である場合に、固定部２０ａは、脚部２
０ａ１で折板のハゼ部を挟持することで屋根２に固定される。また、固定部２０ａは、脚
部２０ａ１の上側に配置面２０ａ２が設けられている。支持部材２０は、この配置面２０
ａ２で支持部２０ｂを支持する。
【００２６】
　支持部２０ｂは、ｘ－ｙ平面に平行な主面を有する２つの面状の部材で構成されている
。より詳細には、支持部２０ｂは、固定部２０ａ上に載置されるベース部２０ｂ１とベー
ス部２０ｂ１の上に連結部２０ｂ２を介して設けられたプレート部２０ｂ３とを有する。
プレート部２０ｂ３は、上側の第１面２０ｂ４および第１面２０ｂ４の裏側に位置する第
２面２０ｂ５を有する。なお、以下の説明では、プレート部２０ｂ３の上面側を第１面２
０ｂ４とし、第１面２０ｂ４の裏側を第２面２０ｂ５とする。
【００２７】
　また、プレート部２０ｂ３のｙ軸方向の端部側は、ベース部２０ｂ１との間に隙間を有
する。この隙間を第１溝部２０ｂ６とする。この第１溝部２０ｂ６は、ベース部２０ｂ１
、連結部２０ｂ２および第２面２０ｂ５で囲まれた部位である。
【００２８】
　＜第１レール部材＞
　図３および図４に示すように、第１レール部材２１は、支持部材２０上で支持されて、
太陽電池モジュール１０を保持する部材である。第１レール部材２１は、下側へ向けて開
口した略凹状の断面形状を有している。この第１レール部材２１は、太陽電池モジュール
１０のｘ軸方向の長さのほぼ整数倍の長さを有している。また、第１レール部材２１は、
第１側面２１ａと第１側面２１ａに対向する第２側面２１ｂを有する。そして、第１レー
ル部材２１は、第１側面２１ａに保持部２１ｃが設けられている。
【００２９】
　保持部２１ｃは、第１レール部材２１の長手方向に沿って延びる溝で構成されている。
保持部２１ｃは、溝の奥側である凹部２１ｃ１と、溝の入り口である開口２１ｃ２とを有
する。ここで、開口２１ｃ２の幅は、凹部２１ｃ１よりも狭く形成されている。
【００３０】
　この保持部２１ｃの凹部２１ｃ１には、後述の雄ねじ２２ａの頭部２２ａ２が収容され
ている。また、保持部２１では、開口２１ｃ２から頭部２２ａ２が抜けないようにしつつ
、開口２１ｃ２からねじ部２２ａ１のみを突出させることができる。すなわち、開口２１
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ｃ２の幅は、ねじ部２２ａ１の径よりも大きく、頭部２２ａ２の径よりも小さくなるよう
に形成されている。なお、このような保持部２１ｃは、図３および図４に示すように、第
２側面２１ｂに設けられていてもよい。これにより、第１側面２１ａおよび第２側面２１
ｂで第１レール部材２１を支持部材２０に固定することができる。
【００３１】
　＜固定部材＞
　第１固定部材２２は、第１レール部材２１を支持部材２０に固定するための部材である
。第１固定部材２２は、雄ねじ２２ａ、雌ねじ２２ｂおよび止め具２２ｃを有している。
【００３２】
　雄ねじ２２ａは、例えば、六角ボルトや四角ボルトなど互いに平行な辺を有する頭部２
２ａ２と、ねじ部２２ａ１を有するものを用いることができる。雄ねじ２２ａは、上述し
たように、第１レール部材２１の凹部２１ｃ１に頭部２２ａ２が収納される。雄ねじ２２
ａは、その頭部２２ａ２の少なくとも一辺を凹部２１ｃ１の内壁と当接するように配置さ
れることによって、雄ねじ２２ａの回転が係止される。これにより、雄ねじ２２ａは、第
１レール部材２１の長手方向に沿って凹部２１ｃ１内を移動できるが、雄ねじ２２ａの回
転は止めることができる。
【００３３】
　雌ねじ２２ｂは、雄ねじ２２ａと組み合わせるナットである。具体的に、雌ねじ２２ｂ
は、ねじ部２２ａ１に嵌合する。例えば、雄ねじ２２ａにＭ８のねじ部２２ａ１が設けら
れている場合、雌ねじ２２ｂは、Ｍ８のナットとすることができる。
【００３４】
　このような雄ねじ２２ａおよび雌ねじ２２ｂは、クロムメッキまたは亜鉛等を用いた表
面処理などを施したステンレス鋼などを用いて形成することができる。
【００３５】
　止め具２２ｃは、例えば、Ｌ字型の断面部位を有する部材である。また、止め具２２ｃ
は、第１レール部材２１の保持部２１ｃの開口２１ｃ２と相対する板状部２２ｃ３と、板
状部２２ｃ３と直交する板状の第１嵌合部２２ｃ２とを有する。板状部２２ｃ３は、開口
２１ｃ２と対応する位置に貫通孔２２ｃ１が設けられている。そのため、止め具２２ｃは
、開口２１ｃ２の少なくとも一部と貫通孔２２ｃ１とが重なるように位置している。そし
て、雄ねじ２２ａのねじ部２２ａ１は、開口２１ｃ２および貫通孔２２ｃ１に挿通される
ことによって雌ねじ２２ｂにより固定される。なお、本実施形態において、開口２１ｃ２
および貫通孔２２ｃ１の大きさは、略同じにしているが、これに限られない。本実施形態
では、開口２１ｃ２と貫通孔２２ｃ１とが重なる部位においてねじ部２２ａ１が挿通可能
であればよいため、各々の大きさが異なっていてもよい。このとき、開口２１ｃ２と貫通
孔２２ｃ１とが重なる部位は、雌ねじ２２ｂの外径よりも小さくなるように設定されれば
よい。
【００３６】
　また、第１嵌合部２２ｃ２は、板状部２２ｃ３の下側に設けられる。そして、第１嵌合
部２２ｃ２は、支持部２０ｂの第１溝部２０ｂ６に挿入されることによって、第２面２０
ｂ５と当接する。これにより、止め具２２ｃは、第２面２０ｂ５から第１レール部材２１
の第１側面２１に亘るように配置される。そのため、止め具２２ｃは、保持部２１ｃを覆
うように配置される。
【００３７】
　このように、本実施形態では、第１レール部材２１の第１側面２１ａ側から第１固定部
材２２のねじ部２２ａ１が突出している部分で止め具２２ｃを雌ねじ２２ｂで固定するこ
とができる。これにより、架台３の屋根への施工時に、第１レール部材２１の第１側面２
１ａからねじ部２２ａ１を容易に視認することができる。その結果、本実施形態では、支
持部材２０と第１レール部材２１とを効率良く固定することができるため、施工性が向上
する。
【００３８】
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　また、雄ねじ２２ａは、第１レール部材２１の長手方向に沿って移動可能であるため、
所望の位置で第１レール部材２１と支持部材２０とを止め具２２ｃで固定することができ
る。これにより、太陽電池アレイ１の支持部材２０の配置の自由度が高まり、屋根２への
太陽電池アレイ１の配置の設計を容易に行なうことができる。
【００３９】
　なお、本実施形態では、止め具２２ｃが１つの例で示しているが、複数用いてもよい。
第１レール部材２１の長手方向に沿って複数の止め具２２ｃで第１レール部材２１と支持
部材２０とを固定すれば、架台３の屋根への固定強度が高まる。
【００４０】
　≪第２実施形態≫
　図５に示すように、本実施形態の太陽電池アレイ１は、第１レール部材２１および止め
具２２ｃの形状において、第１実施形態と相違する。
【００４１】
　第１レール部材２１は、保持部２１ｃの上側に第２溝部２１ｅを有する。また、止め具
２２ｃは、凹状の断面形状を有している。そのため、止め具２２ｃは、板状部２２ｃ３の
＋ｚ軸方向側の端部から第１レール部材２１に向かって突出する板状の第２嵌合部２２ｃ
４を有する。この第２嵌合部２２ｃ４の一部は、第２溝部２１ｅに挿入される。第１嵌合
部２２ｃ２と第２嵌合部２２ｃ４との間のｚ軸方向における間隔は、第１嵌合部２２ｃ２
と第２嵌合部２２ｃ４の間に位置する保持部２１ｃおよびプレート部２０ｂ３のｚ軸方向
の寸法の和と略同じであればよい。これにより、止め具２２は、第１嵌合部２２ｃ２およ
び第２嵌合部２２ｃ４が保持部２１ｃおよび支持部２０ｂのプレート部２０ｂの一部に嵌
入される。
【００４２】
　本実施形態では、第１レール部材２１と支持部２０ｂとを止め具２２ｃで挟持すること
ができるため、強固に固定されることができる。また、雄ねじ２２ａと雌ねじ２２ｂの締
結が緩んだ場合であっても、止め具２２ｃが第１レール部材２１と支持部２０ｂとを挟持
していることから、がたつきが生じにくい。
【００４３】
　さらに、保持部２１ｃの上側と第２面２０ｂ５の間の距離は、第１溝部２０ｂ６および
第２溝部２１ｅの奥側に向かうにしたがって大きくなるようにしてもよい。これにより、
雌ねじ２２ｂを締めるに伴って、止め具２２ｃが保持部２１ｃと第２面２０ｂ５とをより
強く挟み込むことができる。その結果、第１縦レール部材２１と支持部材２０とをより強
固に固定することができる。
【００４４】
　また、止め具２２ｃは、第１レール部材２１と第１側面２１ａと板状部２２ｃ３との間
に隙間を設けているが、接触するように固定してもよい。
【００４５】
　≪第３実施形態≫
　図６に示すように、本実施形態の太陽電池アレイ１は、止め具２２ｃの形状において第
１実施形態および第２実施形態と相違する。
【００４６】
　止め具２２ｃは、略ハット型の断面形状を有し、第１嵌合部２２ｃ２および第２嵌合部
２２ｃ４の先端に幅広の第１先端部２２ｃ５および第２先端部２２ｃ６を有する。このよ
うな止め具２２ｃの第１先端部２２ｃ５および第２先端部２２ｃ６のｚ軸方向の寸法は、
それぞれ相対する第１溝部２０ｂ６および第２溝部２１ｅのｚ軸方向の開口幅と略同じで
あればよい。
【００４７】
　本実施形態では、第１嵌合部２２ｃ２の第１先端部２２ｃ５が第１溝部２０ｂ６に嵌入
され、第２嵌合部２２ｃ４の第２先端部２２ｃ６が第２溝部２１ｅに嵌入される。支持部
材２０は、屋根２の凹凸等によって若干傾いて屋根２に固定される場合がある。これによ
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り、支持部２０ｂ（プレート部２０ｂ３）と第１レール部材２１（保持部２１ｃ）との間
に意図しない隙間が生じることがある。この隙間が小さければ、本実施形態の構造であれ
ば、第１先端部２２ｃ５が隙間に嵌まりにくくなる。これにより、止め具２２ｃの第１嵌
合部２２ｃ２が隙間に誤って嵌まることによって生じる施工不良を低減できる。
【００４８】
　≪第４実施形態≫
　図７に示すように、本実施形態の太陽電池アレイ１は、支持部２０ｂと第１レール部材
２１の形状において第１実施形態乃至第３実施形態と相違する。
【００４９】
　本実施形態において、第１レール部材２１は、第２側面２１ｂの下端にｘ軸方向に向け
て突出する突起部２１ｄが設けられている、また、支持部２０ｂには、前述の突起部２１
ｄと相対する第１面２０ｂ４に突起部２１を収容するようにｘ軸方向へ開口した挿入溝部
２０ｂ７を有する。このような挿入溝部２０ｂ７は、第１レール部材２１の長手方向に沿
って設けられる。
【００５０】
　本実施形態では、第１固定部材２２を支持部材２０および第１レール部材２１に締結す
る作業を第１レール部材２１の第１側面２１ａの側のみで行えばよく、締結作業を削減し
て施工性を高めることができる。
【００５１】
　なお、突起部２１ｄは外側に向けて突出する構造に限られるものではなく、図８に示す
ように内側に向けて突出する構造であってもよい。
【００５２】
　≪第５実施形態≫
　図９に示すように、本実施形態の太陽電池アレイ１は、第２レール部材２３および第２
固定部材２４を有する点において第１実施形態乃至第４実施形態と相違する。
【００５３】
　第２レール部材２３は、第１レール部材２１と一直線上になるように配置され、第２固
定部材２４により第１レール部材２１と連結されるように固定される。この第２レール部
材２３は、第１レール部材２１と略同じ断面形状の長尺の部材である。
【００５４】
　また、第２固定部材２４は、雄ねじ２４ａ、雌ねじ２４ｂおよび連結具２４ｃを有する
。連結具２４ｃは、例えば、略凹状の断面形状を有している。また、連結具２４ｃは、第
１レール部材２１の第１側面２１ａの突出した保持部２１ｃをｚ軸方向に沿って挟持する
開口幅を有している。同様に、連結具２４ｃは、第２レール部材２３の保持部２３ｃも挟
持することができる。さらに、連結具２４ｃは、第１レール部材２１および第２レール部
材２３を固定するための２つの貫通孔２４ｃ１を有する。
【００５５】
　本実施形態では、連結具２４ｃで第１レール部材２１と第２レール部材２３とを連結す
ることができる。これにより、第１レール部材２１と第２レール部材２３との位置ずれを
低減できる。また、本実施形態では、第１レール部材２１の保持部２１ｃおよび第２レー
ル部材２３の保持部２３ｃの部位で連結具２４ｃを配する構造であるため、施工性がより
向上する。
【００５６】
　以上、本発明に係る実施形態を例示したが、本発明は上述した実施形態に限定されるも
のではなく、本発明の目的を逸脱しない限り任意のものに適宜変更可能である。例えば、
上述の実施形態では、第１レール部材２１で太陽電池モジュール１０を保持する構造を示
したが、第１レール部材２１の上にさらに第３レール部材を格子状に重ねて、第３レール
部材で太陽電池モジュールを保持する構造としてもよい。
【符号の説明】
【００５７】
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１：太陽電池アレイ
２：屋根
　２ａ：折板
３：架台
１０：太陽電池モジュール
１１：太陽電池パネル
　１１ａ：受光面
　１１ｂ：非受光面
１２：フレーム
　１２ａ：嵌合部
　１２ｂ：フレーム上面
　１２ｃ：フレーム下面
　１２ｄ：フレーム側面
１３：透光性基板
１４：封止材
１５：インナーリード
１６：太陽電池素子
１７：裏面保護部材
１８：端子ボックス
２０：支持部材
　２０ａ：固定部
　　２０ａ１：脚部
　　２０ａ２：配置面
　２０ｂ：支持部
　　２０ｂ１：ベース部
　　２０ｂ２：連結部
　　２０ｂ３：プレート部
　　２０ｂ４：第１面
　　２０ｂ５：第２面
　　２０ｂ６：第１溝部
　　２０ｂ７：挿入溝部
２１：第１レール部材
　２１ａ：第１側面
　２１ｂ：第２側面
　２１ｃ：保持部
　　２１ｃ１：凹部
　　２１ｃ２：開口
　２１ｄ：突起部
　２１ｅ：第２溝部
２２：第１固定部材
　２２ａ：雄ねじ
　　２２ａ１：ねじ部
　　２２ａ２：頭部
　２２ｂ：雌ねじ
　２２ｃ：止め具
　　２２ｃ１：貫通孔
　　２２ｃ２：第１嵌合部
　　２２ｃ３：板状部
　　２２ｃ４：第２嵌合部
　　２２ｃ５：第１先端部
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　　２２ｃ６：第２先端部
２３：第２レール部材
　２３ｃ：保持部
２４：第２固定部材
　２４ａ：雄ねじ
　２４ｂ：雌ねじ
　２４ｃ：連結具
　　２４ｃ１：貫通孔

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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